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上位ダウンロードコンテンツは、教育関

係の論文が占めている。NEARは、こ

れら教育大学ならではの研究成果公開

の基盤となる。

奈良教育大学のILL受付のうち、学内刊

行物は20%である。これらを対象にした遡及電子

化および今後刊行されるタイトルの公開を実施し

ていく。 また、所蔵する他大学の刊行物への受

付件数も20％を占める。各大学がリポジトリで学

内刊行物を公開することで、国内の学術情報集通を改善することができる。

学術情報流通のあり方を転換する

教育関係コンテンツの積極的公開

「一括公開許諾方式」の実施

・著作権の委譲は発生しない

・紀要委員会によるオーソライズ

・初号から全号を対象とする

他の学内刊行物へ対象を拡大中

・刊行時点で補足

・教授会、事務部門へ要請

新規発行刊行物登録の制度化

学術リポジトリ

教員データベース

制度を整備する コンテンツを拡充する

これからのNEAR使われるリポジトリにする

・教員データベースとの連携機能を継続

して運用

・電子ジャーナルライクな表示機能を新た

に追加

インタフェースの改善とDB間の連携

・紀要の一括遡及電子化

・多様なコンテンツの収集

師範学校時代の出版物、新規

創刊紀要、GP報告書、修士論

文、学術雑誌掲載論文 etc.

コンテンツの拡充による成果

紀要遡及電子化により登録コン

テンツの飛躍的増加を実現

学内刊行物を中心に収集

学内刊行物をメインコンテンツとするリポジトリへ
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